
52/ ?
d
b
 

ひ、あ 第4日8

(1沼知34.1，手7月31日第3盟委事特認可〕

い
総
祉
の
充
窓
ん
が
き
け
ば
れ
て
久
し
い
現
在
、
的
吹
い

怠
止
略
的
問
削
札
悦
だ
け
で
を
く
、
然
活
環
悼
慌
の
談
備
も
福

祉
党
後
約
一
つ
で
す
。

準
優
先
か
ら
人
間
関
優
先
:
伊
我
孫
子
市
民
的
一
終
線

道

然

、

関

遂

3

5

5
管
制
部
(
夜
間
同
街
淡
〉
の
混
械
棋
を

抑
附
哨
刑
す
る
た
め
に
、
迂
日
開
時
間
と
し
て
の
布
役
・
資
山
出

銭
円
γ
川
家
を
い
そ
い
で
い
ま
す
c

中
吊
民
生
活
内
向
上
の
た
め
、
市
川
同
、
機
能
品
別
な
滋

路
間
蜘
叩
滋
と
制
関
裟
率
的
向
上
を
め
き
し
て
い
ま
す
。

“
家主山鹿

陶佐寄チツμ-M 
急'b 

事工A
 

i卓

市民の生活道路に

長覧

都市計額道路

同
明
和
田
年
に
争
捕
綴
剛
泌
を
め
ざ
し
さ
協
和
品
年
間
同
凡
1
H
に
、
乗
用
車
6

工
事
が
滋
め
ら
れ
て
い
る
指
紋
・
背
山

1
4
4齢
、
災
特
車
5
2
3
7お
に

線
は
、
総
延
長
問
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
間
引
な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
和
れ
年
間
月

千
怒
分
約
1
・
6
キ
ロ
メ
j
1
r
ル
}
て

1
日
の
絞
殺
で
泊
、
乗
用
車
8
9
4

郎
総
隊
と
円
境
界
か
ら
符
hw
で
留
選
6
7
A問、出
H
物
事
6
2
7
1尚
て
、
こ

号
線
に
核
問
問
す
る
凶
作
問
問
川
堤
時
間
ぞ
い
を
め

5
年
内
間
以
宅
地
用
用
車
が
約
1
・
3

4

括

る

滋

絡

で

す

。

比

川

、

終

叫

刊

車

で

、

約

1
‘
霊
法
的
通

こ
め
道
路
沿
一
測
は
、
開
唱
和
訂
年
波
ba

行
最
に
な
っ
て
い
ま
す
ね

初
年
療
と
し
て
今
日
年
波
か
ら
柑
年
波
大
切
災
ぬ
車
だ
け
を
門
跡
る
久
日
間

ま
判
、
に

1
6
4
0
メ
j
ト
ル
、
開
平
成
年
内

6
9
3古
山
ぺ
幻
年
時
月
に
は

に
8
9
0
メ
i
ト什州、

nu
年
度
に

1
7
2
6
2品
川
に
減
っ
て
お
り
時
級
制
時

1
0メ
ー
ト
ル
完
成
し
ぞ
お
り
、
今
年
年
8
n付
1
H
か
行
物
内
線
い
と
お
内
全

段
に
は
、

1
2
0
9
メ
ト
ル
町
広
事
域
大
知
事
必
行
料
不
主
的
効
果
が
争
h

宝
ヱ
返
し
ど
、
夜
十
也
、
つ
つ
ヒ
終
か
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
令
。

げ
仏
滋
地
に
か
け
て
総
務
五
平
交
付
っ
て
し
か
し
、
ム
液
体
か
ら
昆
る
と
鴻

い

ま

す

。

治

併

殺

も

哨

え

ζ

お
り
、
隠
滅
3
5

平
め
道
路
は
、
対
滋
3
5
6サ
線
{
品
開

6
ザ
綴
は
、
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。

国
街
一
時
品
…
的
機
絡
を
解
消
す
る
倒
的
て
…
日
も
悶
?
と
、
聞
い
選
3
5
6守的禅

問
附
前
祢
削
減
活
路
3
・
詩
句
日
山
号
同
時
(
恨
の
一
議
絡
を
感
情
ず
る
バ
イ
パ
ス
、
布

一…刊新聞
a

海
段
下
翰
)
と
と
も
い
い
パ
次
総
佼
・
青
山
的
特
急
山
部
市
計
画
滋
路
3
・

2
2宅
、
国
道
3
8
6
Zを

5
・
恐
怖
掃
の
完
成
が
事
れ
乏
す

F

鴻
殺
す
る
車
紛
キ
ふ
依
芳
出
同
時
・
抑
制
ま
た
+
叩
滋
向
日
花
時
判
長
は
、

4
5

市
計
納
滋
問
時
3
・
5
・
U
恐
怖
糊
口
出
品
問

5
キ
ロ
メ
ト
ん
て
そ
め
う
ち
出

怒
せ

.
3
5
8号
線
合
併
災
怪
先
的
生
出
削
仲
川
町
仇
域
的
総
数
学
的
・

2
バ
l
セ

活
道
路
に

L
4
2と
す
る
も
め
℃
十
。
ン
ト
、
約
俗
化
泌
拙
V
H
民
法
お
パ
;
佐

市
役
'
青
山
線
は
、
約
問
%
の
補
綴
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す

d

が
ウ
元
一
反
し
て
い
ね
リ
、

3

221 



昭
和
引
年
度
財
政

務毎月 1'16EUを

昨
叶
年
波
{
昭
和
目
指
十

4
月
か
ら
昭
和
成
年

3
n月
〕

的
決
算
え
込
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

神
州
北
台
東
小
学
校
丹
新
説
明
・
潟
沈
A
小
学
校
内
約

改
築
・
ブ
ミ
め
絞
時
間
後
導
入
・
つ
く
し
野
浄
水
冷

縫
設
そ
的
他
我
孫
子
釈
議
抑
制
中
市
改
途
中
娯
楽
や
滋
践

的
弦
織
を
ど
が
一
行
わ
れ
ふ
あ
し
た
が
、
や
は
り
人
口
急

税
総
市
内
協
み
で
‘
学
校
時
特
設
や
土
木
関
係
丹
費

削
削
が
大
き
な
割
削
ふ
げ
を
占
吟
ま
し
た
。

今
関
閥
的
数
字
は
す
べ
て
日
見
込
み
綴
で
す
。
こ
れ

は

、

収

入

e

支

出

と

も

に

5n引
山
容
が
泌
総
傍
M
閉

経
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

一般金針決算(見込〉の状況

(
見
込
〉

状
況ゐ 4月再喜4去した湖北岳遭小学絞

(単位二万内)

晶

合善意義
き 臨

港、てJ揮監
認 2 ま L、ニ実母
か$ こ て 'ょのの

百 町 二い司連

打35;J脅
かけはま水木そ
かで、し紋場
り下総た紛がで

ま言語 I25 
2号 8 fil: 30成た

井 1 0 

(2) 

建 物

事7728rr1帯ぎ{磁吉正若手

露襲水尊重豪語義

5
月
却
uu

〈
日
付
)
午
後
問
時
か
ら

5
月
日
品
約
的
(
火
)
午
前
6
時
ま
で
、

〈
一
間
引
先
的
均
台
は
、
四
点
目
的
問
川
時
開
問

に
行
い
ま
す
α

}

世

v
地
域

太
智
津
・
久
寺
繁
・
回
宙
開
「
・
新
総
・

常
盤
・
本
町
・
岳
山
崎
開
・
滋
相
官

火消しはまかせろ
消防聞役員決まる

土地

37396rr1 
1役者事選たり

35.000F司

222 

磁辛口 52年役員・分溜主義名簿

国
民
年
金
制
度
、
か
改
正
さ
れ
ま
す

探
検
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句
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縫
紋
た
だ
、
数
の
う
点
ぞ
は
…
番
多
い
綿
一
〈
今
年
同
月
明
流
域
)
機
山
田
し
な
い
と
本
年
皮
分
的
年
金
を

数
刻
盗
で
、
総
語
年
以
来
3
伝
子
ご
と
学
小
売
業
む
…
警
護
守
的
従
一
従
来
的
支
払
去
、
あ
る
1
今
5
月
・
寄
絞
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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ず
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。
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佐
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。
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に
た
。
で
も
、
と
ヲ
し
て
こ
の
事
引
古
い
学
校
で
て
も
み
校
が
で
き

d
r一
へ

合

、

~

議

J
鱗

麟

額

融

欝

行

ル

チ

イ

ヌ

の

小

説

な

ど

を

話

し

合

っ

た

ご

残

っ

た

官

、

ま

だ

。

と

て

も

耗

お

金

に

の

る

の

か

な

あ

と

ぷ

っ

と

;

て

か

ら

1

0

4

年

に

な

り

ま

し

た

。

$

隣

同

ド

弘

子

喝

〉

お

ら

れ

九

一

守

勢

協

麟

盤

機

麟

盤

士

私

を

き

こ

と

が

出

来

た

。

擦

の

『

で

も

惜

決

で

怪

美

な

宮

殿

だ

っ

た

。

庭

園

は

史

っ

た

。

明

講

堂

の

ま

わ

り

に

は

桜

ゃ

い

ち

域

連

-

M

F
掴

f
J議
鰯

麟

麟

翻

鱗

盤

f
上
込
ん
で
ゐ
る
町
そ
の
町
の
童
日
記
な
ど
は
、
合
く
も
ん
で
は
な
い

蹟
名
豊
田
に
指
定
さ
れ
て
い
る
主
鳳
風
堂
町
中
に
は

3
2
1
;み
じ

く

り

主

ど

た

い

へ

令

色

町

市

戸

川

一

審

%

ほ

麟

盟

社

内

聞

を

少

し

行

く

と

龍

に

な

に

が

と

つ

く

づ

く

?

し

た

よ

』

時
代
の
も
の
で

E
z
i
z
E
Aれ
主

同

作

仰

い

ほ

ま

い

で

す

。

講

堂

も

正

式

名

称

「

白

書

室

仕

団

き

王

赤

川

ifj能

麟

麟

鱗

人

川

し

罷

と

い

市

警

の

大

き

な

静

布

川

島

町

方

τ寵
寺
町
境
内

流

前

向

山

々

を

取

人

れ

御

堂

と

阿

字

ざ

し

で

け

寸

志

創

出

胡

U
占

1

5

5

い

戸

一

事

主

部

」

2

年

前

に

結

成

き

な

万

三

一

一

礎

教

で

ワ

欝

勢

一

か

つ

て

ゐ

て

そ

こ

が

『

室

内

住

は

眺

望

に

富

ん

で

ゐ

て

す

こ

日

目

立

i
f
f
fガ
1
2
5日
目
立
日
フ
い
け
れ
一
日
引
い
わ
れ
い
告
円
8

L

惚
器
磯
山
口
一
一
岳
山
い
け
れ
れ
ど
告
が
げ
に
は
い
わ
い
刊

で

度

で

も

い

い

か

旬

、

こ

ん

な

す

る

天

人

員

三

令

審

議

関

一

ぃ

歴

史

が

あ

る

の

で

多

い

の

で

す

回

一

と

い

っ

た

ほ

う

が

正

し

い

で

し

ょ

う

。

寸

鰯

議

麟

額

麟

鱗

盤

口

た

。

p
p下
っ
て
ゐ
る
さ
ま
が
予
に
取

…
…
一
昨
日
一
山
市
一
線
拡
一
勧
三
川
口
町
一
…
…
山
一
日
間
手
騒
麟
関
ニ

j
J
j
-参

一
瞬
、
専
門
も
円
だ
け
に
し
た
い
と
さ
は
す
ば
ら
し
い

o一

勢

勝

一

震

を

は

さ

ん

で

大

一

固

に

い

る

章

子

、

い

も

あ

ら

一

止

パ

ト

ロ

ー

ル

、

寝

た

き

り

老

人

は

並

大

低

2
2
2り
ま
せ
ん

f
i
o
-
-。

:

あ

び

こ

を

探

る

側

一

一

仁

川

千

百

一

(

思

っ

た

匂

弘

は

平

等

院

の

見

「

I

l

l

l

1

U

凶
同
い
l
l
ー
し
き
い
校
舎
が
二
棟
と
い
の
よ
う
だ
と
尽
ヲ
と
き
も
あ
り
ま
す
白
一
独
居
老
人
慰
問
、
家
庭
舌
議
法
演
習
、
団
員
円
万
た
ち
は
ふ
だ
ん
か
ら
「
奉
名
ほ
ど
で
す
が
、
い
つ
の
臼
か
市
民
川

J

・
u
-

一，、

骨
堂
一
(
正
し
く
は
問
的
陀
堂
内
こ
学
を
持
え
る
と
、
虫
記
念
に
残
る
も
附
プ
レ
ハ
ブ
一
僚
が
そ
び
え
た
っ
て
け
れ
ど
人
教
が
多
い
と
か
え
っ
て
お
一
歳
未
助
け
合
い
室
内
協
力
と
続
き
仕
」
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
よ
全
貝
が
自
主
的
に
団
員
と
な
り
活
動
川
田
山
花
袋
著

i

と
)
、
こ
の
世
は
左
右
に
よ
く
腕
が
あ
の
は
な
い
か
と
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
、
出
い
ま
す
。
外
か
ら
見
て
も
す
ぐ
7

も

し

ろ

い

事

も

あ

り

ま

す

た

と

え

ば

一

ま

す

。

う

で

、

散

b
v
の

途

中

、

公

園

が

汚

札

て

を

行

う

の

が

理

想

で

す

。

事

仕

団

的

川

「

叫

可

日

時

リ
ワ
し
ろ
に
尾
町
が
つ
づ
い
て
、
ち
す
ぐ
自
分
の
身
近
に
あ
っ
た
庭
に
し
か
噌
ン
モ
ス
学
校
と
わ
か
り
ま
す
ロ
一
運
動
会
字
ピ

J
文
化
祭
は
出
品
一
こ
の
他
義
的
な
災
害
た
と
え
い
た
り
す
る
と
需
し
な
け
れ
ば
気
が
も
っ
使
命
は
地
味
な
が

Z
コ

ツ

コ

一

-

和

布

川

」

ょ
う
ど
成
は
が
大
き
く
翼
主
仏
げ
軽
ゃ
れ
た
小
石
を
5
・
6
位
持
ち
帰
る
こ
と
肘
小
の
人
数
は
、
1
6
5
0
名
と
多
物
が
多
く
大
変
お
む
し
ろ
い
で
す
。
一
ば
台
風
や
火
災
な
ど
の
場
合
、
被
災
済
ま
な
い
と
い
う
方
も
出
て
く
る
ほ
ど
ソ
と
辛
仕
活
動
向
輪
寺
以
げ
、
人
間
叫
い
か
に
あ
く
が
れ
お
い
心
で
あ
っ
た
る
や
も
ヲ
に
比
え
た
。
布
川
町
町
と
布
佐

か
に
?
立
つ
よ
う
4
形
を
し
て
い
る
。
に
し
た
。
い
い
い
の
で
す
0
5
旬
、
量
が
人
い
ま
、
児
雲
で
は
、
一
年
生
の
か
一
者
を
見
舞
う
の
で
す
か
ら
中
心
主
で
す
。
奉
仕
と
い

(3) 

久寺家主争水場
完成まぢか

戸
6
本
、
、
導
水
管
内
布
設
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
さ
ら
に
井
戸
3
本
を
掘

り
、
最
終
的
に
1
日
9
0
0
0
ト
ン
的

給
水
能
力
を
有
す
る
浄
水
場
に
な
り
、

今
ま
で
の
湖
北
台
市
水
場
と
2
本
立
て

で
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
本
を
迭
す
ま
す
。

晴
れ
た
日
な
ど
、
水
の
出
が
悪
か
っ

た
地
区
も
、
こ
れ
で
、
断
減
水
町
心
配

が
な
く
な
り
、
ひ
と
安
心
。
し
か
し
、

5月30日に

いよいよ通水試験

E 哩習

L麹

我
議
子
の
野
鳥
②

アオパズウ (7ウ口ウ科)

7:} 議事

h
p
こ
の
手
緩
が
あ
る
と
四
日
は
額
料

寿
並
木
・
栄
・
柴
崎
・
青
山
台
・

青
山
・
天
王
台
・
高
野
山
。

こ
円
試
験
の
た
め
水
が
濁
り
、
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
夜
間
に
、
水
を
使
用
し
た
い
方
は
、

ま
え
も
っ
て
〈
み
お
き
を
し
て
お
い

d

て
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
水
道
部
ま
で
。
電

話
(
朗
)
3
1
1
1
J
3
1
1
5
0

に
改
め
ま
す
。
(
臼
月
の
支
払
い
は
、
住
所
の
所
得
証
明
も
必
婆
で
す
。

受

給

準

手

り

請

求

が

あ

れ

ば

口

月

に

(

国

保

年

金

課

)

我孫子で l番のマンモス校
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砂場込 5月19日9時湖北内支隊 b霧車義人隠 初心者30名

制詞数符委録会社会教宵派 争後滋1，000円(j県険料受講料 鍵康ど体識の議産
@パド正ン争ン 砂護持祭主賓絡 枝市1¥:

沙問時 5丹238から毎j翌月・木 惨申込 5丹17fヨ 9時中央公I(総 裁 lt医学左京字学院学を取り入れ

惨 殺 怜織慾絡事1521ド5月16日か 機f攻守義作手卒業主正明幾 1 遇、'Jf.露日午後 7 時~9略的 10邑 1St! 教育会民会役会役育課 成人病に主主祭めある"詰，JIj，詩織を

よ~f自制 52'手 5 月 21 諮主正午までの ま認2繋{ライカ!fi) 争場訴 我孫 F中体育館 (教ず了館員会11去数1守主義 rffl.tiLました‘

易型車殺事続 人事雲壌で交付する申 t.試験内容 {問。官官終試験 r… 一一「 惨誌時 制木畷810時30分から

殺ります
手侠F暫2輪車事 *線人F奇麗豪語車

本ベピ四ベッド キベをごーダン

ス 移警護護主オルガン *カーベ

ット *宅事務F轄U ツカー

織りたいもの、五員勺でiましい

ものがありましたら、滋3二言草ま

キ空襲1量タンス 朱 sまり践写績

と微量重機 *正当裁テレピ (14イ

ンチ*p '*議事麓{ポリ}

譲って下さい
でごi主総下さいa

*バイオザン{す又1~+) 本 器 (82)1151 内線233

込みm棋に o‘襲警察h貨を本人が言記入 易採用予定範 拘i1f1l52年 7丹 18 

L、持参して下さい。 谷河合をす先 代孫子市役務人事線

惨添付幾重葺然洋一卒業証明設ふ まえ絡チïlH~孫子1858

成績長正明言勢、 YH苦言正明惑卦 1;曲、 T意義番待2)1151 内線216.217 

間 (82)3394 

ぷ 明 る い 話 題

b会場最 f'卓球嶋(高野hU)

b会空襲 1.500円

争中村弘;台8ん(栄15-7)か

社会福妓李総へ 19.995問的官手が

あ 'J乏しfょ。

ご好意に終詫IL脊3坊に綬わき性

ていた t!きます。

1<<5月

17火

1型木

!
 
!
 
!
 

J
 

~

…

抑

制

…

仏

:
 

昨

日

一

~i
 

品

開

一

J

J
 :
 

・1

一

室

~

一

註

綿

一

出

9

一

銭

窺

…

間

開

設

一

去

相

一

笑

M

比

一

中

市

一

向

由

一

口

H

傾

斜

一

出

掛

間

一

捷

紘

一

欝

腕

枇

…

悶

治

叩

紗

:
 

金

一

念

ハM
V

一
官
三

今
立
今
出

22⑬ I ~B融翻渦州説院{内小川鶴子11団 7

政治関者苦情欄滋宥都市改造事務時10.朝一15加

~~軍事銭期間-中央公民隊長幸謀議時朗-15.30

27金

28土I，.，綴棚出自由帆公凝縮書室12.00-15.30

29 @I四 日 躍 進 勝 同院(rHi!.勺;L-e-
3金月 1，.つつ同州日

31 火|即つつじ遊休鐙日

{子投手}

5
月
後
期
香
川
旅
辺

@パレーポール

参B締 5月24日から liJj霊式・金

総詩午後 7時一 9時的10回

争議長持 潟必ずドl'体育館

惨事事象人主連 初心者307't*級30お

診費III I，OOOP守〈探検科号是正器終)

令室参加資絡 J 枝市民

軟 式予

水道施設見学会

毎年6丹 E汀から 7BまてF水滋

j珪!司としてまE設、ろ t 、ろ ~'lf'"

が実強きれていますが‘ぷ遊詩'1:で

は水的大切h撃を認識してもらうた

め小学 IMI本)を汁製として本

i蓋主義絞めl1.'字会を行令いまれずf

税者ii*滋裁{骨髄 31日)ヘお

明iirzょ:ぉ;::12
L 
V 
炉

年以上のものに限る。

ル応募綾毎号 5丹21符午前中

lli先着 100手奇心(4註・ 5日内側

日}萄オミをサ…ピスいたします。

歩主録文化巡蛾我孫子息持会

(哩L」々
象者絡をきれてから拘俸を迎えられ

たご夫縁に対し、恋人的自に子主権

県知事珪が手議費生寺士会福祉協議会

長から記念百誌が総られるよ予滋之、寸。

;く刊の納税>1
j 顕縫療機険税 i 
' の i 翼草分 ; 

j 納 税 lま i 
i 鰍紛内に.ゲ ; 

ス

言ぞ子各グプルス

争串込方法

作動的 }j~ 

{f，子1427グ")1 H 

+.... 

民館ヮ…ト、

n;H担2年 9丹 1 九日円相 3年

8 H31 UまでのIiljに宗主将され夫総

む健布である iJ々 がH象です。

談宍するご炎附は、 H.If(<グラiで

坐委託へ中 LHiて下きい。

惨事号合令書記 吃士会話枇↑品語英会

君 臨 …0214

if/.(す免許試験的中総は試験日件

前日までて'すe 試験日当日のそ是1.1

はできません。凝って試験的取締

は試験日的iiilH(部 3火'/H1)から

1 ;翠総以内(第 2木曜行)と〈より

ます会 lþ~'-受fり持.!~れま、的 7i察手守

交i暗2存窓口です診 1主F幹が筏孫子

1ft、約千fI、;立山市、 111滋夜以外的

iJは申縞を白圭!寸げられません.

{十由11'祭終〉

昔沼事052童手渡東京消防形j
/高紡-g募集

東京消防庁消防官の糸線織が

行われます。

易型襲撃提言篭絡 昭和23年 4月2Bか

ら戦終351手4丹 1Bまでに生まれ

た!Ilf'o

詳織は東京湾総巧7人事務人事線

級滋係へHlIlI合サ Fさいョ

東京都千ftru阪大手露T1-3-5 

世 03…212-21ll(代淡)

⑭⑧{③§ 

法律相畿

5月248 (火)

T住民相談案

(4) 

12持議

傍受ま襲戦 '1<古ii2.000i'1

'"霊長亀'串込 泌~. 5月19日9

時かり印鑑と受議事3持参のうえ中

ランティア
幾成講座

受長轟鈴望者{ま 5月23詰まて"i二m
言語之、111し込んで下ざい匂

税 純 一02H(を士会総祉協議会)

議演会f常災の苓で銭ろ
ぅl¥:J革予の1!l史lVJ

診察時 5丹29日{日)午後 1時

30令子

帳場街 中央公I(告書

..~韓良市 /VJ忠夫[(:

bテーマ 金石11:…その言警交と存

然

..喜男合せ 控 (84)7661 

{';H史編きん犠)

印紙総法的改正によリ附lU52年

5月 1a以降にfll.究怒れる文書的

印紙純古刷、改めり紅ましたa

b経t正税額が50fT1からぬOPlに

争滋緩約耳望書i的総本となる契約数

判 lf~絞などは、それぞれ 21奇心

B砂惨手形や不麓綴主翼漆霊言譲聾渡契約富欝韓なデグ的〉

うちZ筒司E減1Iなも丹のf説止影tむ2寺が，も 9変主 iり}金し

句守r
ιt。抄

1>-'宜的聖書式を表示するニとによ

1)向3紋鋭を申子ili'Htする与とがで

きる文警に‘ iを111幹事者約議等がi産

相1さ札ました。紛争器拭松戸!i/.務将

へお尋ね下さい。

{松戸税務終11司税部}

官 0473(63) 1171 

依然として時台総ちません. 'f'lE 

i工主主渇されている大麻・けし及t界

自主主する大携強けしを発見したら

保健所へのご漆線下きい。

間 0471-67-1255

{干Ai築総統}

テレホンサービス i 

; 騒覇j
e 後認をかけることによ 2人 : 

;洛の業務恥fI?7J'ります

: 平日t打線u!抑制革、白紙 i
;休日にI念、諮総・{休詰幾重幸院長 i

iがわかります。 (24除機湾総):
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